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ザルツブルクの」ヒタBマリーア・プライン巡礼聖堂前からの展望。＋字架の道行きの札拝堂前から，ま君“かな牧草地の 

向こうにザルツブルクの市街と，ホーエンザルツブルク城の背後に連なるウンタースベルクなどを含‘I 山並が望める 
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ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
旅
。
そ
れ
は
ま
こ
と
に
多
様
多
彩
で
あ
り
、
ま
た
 

ま
こ
と
に
は
る
か
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
原
点
に
は
故
郷
の
町
ザ
ル
 

ツ
ブ
ル
ク
が
あ
る
。
こ
の
町
を
訪
れ
る
片
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
、
こ
 

こ
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
以
外
で
は
生
れ
え
な
か
「
た
こ
と
を
了
解
す
る
だ
ろ
 

う
。
彼
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
こ
こ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
司
教
領
の
）
白
都
の
 

自
然
と
歴
史
と
、
そ
し
て
芸
術
、
と
り
わ
け
音
楽
の
美
を
吸
収
し
つ
く
 

し
た
。
そ
の
モ
ー
ツ
プ
ル
ト
は
、
 
レ
ー
オ
ポ
ル
ト
と
い
う
良
さ
父
親
、
 

艮
さ
教
師
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
父
親
に
し
て
教
育
者
の
導
き
で
、
 

数
多
く
の
、
多
様
な
旅
ま
た
旅
へ
と
旅
立
っ
た
の
だ
。
 

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
は
、
そ
う
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
旅
の
本
拠
で
あ
っ
 

た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
こ
の
故
郷
の
町
、
と
り
わ
け
、
E
君
の
大
司
教
に
 

反
搬
し
、
旅
に
出
た
。
旅
は
そ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
教
師
で
あ
り
、
導
 

き
手
と
な
っ
た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
な
く
し
て
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
旅
 

も
、
生
涯
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
は
、
ま
た
、
私
た
ち
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
 

に
惹
か
れ
、
感
動
す
る
者
の
、
旅
の
H
的
地
で
も
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
 

ト
が
逝
っ
た
後
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
は
彼
の
芸
術
を
愛
し
、
慕
う
者
の
集
 

う
中
心
地
、
い
わ
ば
聖
地
の
、
」
と
き
場
と
な
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
 

音
楽
を
、
そ
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
存
右
を
愛
す
る
後
世
の
人
た
ち
は
、
 

こ
こ
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
巡
礼
地
と
考
え
た
し
、
ま
た
、
こ
こ
ザ
ル
ツ
ブ
 

ル
ク
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
芸
術
の
実
践
と
研
究
の
本
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
 

る。 
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モ
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幻
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モ
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ル
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J
ー
 

稲
生
 

モ
ー
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ァ
ル
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年
譜
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
家
系
図
 

ホーエンザルツブルク城の北側のテラスから見おろした旧市街。手前右端から， 

グロッケンシュピールの塔，大聖堂。左手前は聖ペテ口大修道院。その向ニう 

はフランチスコ派教会，その左奥の円天井は大学教会のもの。蛇行するザルツ 

ァハ河のこちら側の岸の中央に見える小さな塔は旧市庁舎。対岸右手の力プツ 

ィーナーペルクにあるのが力プチン派修道院とその教会。中央やや左手にミラ 

ペル宮の白い建物。正面遥か彼方の中腹にマリーア・プライン巡礼教会が見え 

る。 
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ク国際モツアルテーウム具l団中りしt ーツノ・ルト研究所員。モーツ 

アルト，ルソーの研究で知られ乙， Lな著書に 『モーツアルトの 

ノE涯」，『モーツアルトを聴く」，「モーツアルト像の軌跡』，『モー 

ツァルトは宇宙」，「ルソーと音楽」 他多数。 

稲生 永（いのう ひさし） 

1932年生れ。東大仏文卒。現在立教大学教授。19・20世紀フラン 
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1940イF生れ。 ミュンスター，ザルツブルクの各大学で音楽学，ii, 

典学，歴史学を専攻。1972年より『新モーツアルト全集」編集委 

員を経て，現在，ザルッブルク国際モツアルテーウム財団‘ド務lI,I 

長兼学術部長。『パリのモーツアルト』，「モーツアルトのオペ 

ラ」他多数。 
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